
 

 

 

 

 

 

 

 

 ＯＤＦ図のＥｕｌｅｒ角度とＭｉｌｌｅｒＩｎｄｉｃｅｓ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Euler角度から計算された実数のMillerIndicesに対し、整数化したMillerIndices から 

 計算した Euler角度は異なった角度になり、断面も事かるケースがあります。 
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概要 

 Ｈ．－Ｊ．Ｂｕｎｇｅの Textuire Analysis in Materials Science の中にＯＤＦ図上のMillerIndicesの 

   表記があります。例えば、φ２＝２５度の断面はΦの１０度から３０度は空白です。

  

 Euler角度とMillerIndices の関係は 

  

  

 MillerIndicesを限られた整数で表記すると、全ての ODF図を網羅する事は出来ません。 

 この問題を実際の ODFソフトウエアで確かめてみます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ｃｏｐｐｅｒ方位に関して 

 ｛１１２｝＜１－１１＞のＥｕｌｅｒ角度は[90.0,35.26,45.0]である。 

 ＯＤＦ図を５度間隔で描画すると、Φ=35.26度は正確に描画出来ません。 

 このような場合、[90.0,35.0,45.0]が最大密度になるように描画されます。 

 φ２断面 

  

 φ２＝４５断面では、φ１、Φは読み取れます。 

 φ１断面 

  

 φ１断面でもφ２、Φは読み取れます。 

 

 



 Φ断面 

  

 Φ＝35度の断面からΦ＝３５度として読み取られます。 

 しかし、整数化された時に、運よく copperとして認識されました。 

  

ＯＤＦ図が空白領域では、Ｅｕｌｅｒ角度[5,5,0]の場合 

  

  

 マウスクリックを行った位置＋に対し、再計算すると、赤丸位置になります。 

 ＯＤＦソフトウエアによりこの整数化アルゴリズムが異なり、同じ結果にはなりません。 

 


